
日本基礎老化学会 理事長選出方法に関する内規 

 

1）互選により有効投票の過半数を獲得した者を理事長とする。 

 

2）1 回目の投票で過半数獲得者がない場合は、以下の4）に従い決選投票を行う。 

決戦投票では最多得票者を理事長とする。 

 

3）決戦投票において同点となった場合は、理事選挙時の正会員得票数の多い方を理事長とする。

正会員得票数も同数の場合は、評議員得票数に絞り、多い方を理事長とする。評議員得票数も同

数の場合は、監事立会いの元で、理事長候補者同士の話し合いで決める。 

 

4）理事長選挙で過半数獲得者がいない場合の扱い； 

１位が４票の場合 

４１１１１  ４票の者を除く２位から５位の者（１、１、１、１）に投票する。 

最多得票者1 名を選出し１回目４票の者と決選投票を行う。 

４２１１  上位２名（４、２）による決選投票を行う。 

４２２  ４票の者を除く２位と３位の者（２、２）に投票する。 

最多得票者1 名を選出し、1 回目４票の者と決選投票を行う。 

４３１  上位２名（４、３）による決選投票を行う。 

４４   3)に準ずる。 

 

１位が３票の場合 

３１１１１１  ３票の者を除く2 位から６位の者（１、１、１、１、１）に投票する。 

最多得票者1 名を選出し、1 回目３票の者と決選投票を行う。 

３２１１１  上位２名（３、２）で決選投票を行う。 

３２２１  ３票の者を除く２位３位の者（２、２）に投票する。 

最多得票者1 名を選出し、1 回目３票の者と決選投票を行う。 

３３１１  上位２名（３、３）で決選投票を行う。 

３３２  上位２名（３、３）で決選投票を行う。 

 

１位が２票の場合 

２１１１１１１ ２票の者を除く２位から７位の者（１、１、１、１、１、１）に投票する。 

最多得票者１名を選出し、１回目２票の者と決選投票を行う。 

２２１１１１  上位２名（２、２）で決選投票を行う。 

２２２１１  上位３名（２、２、２）に投票する。過半数を獲得した者を理事長とする。 

過半数を獲得した者がいない場合は、上位2 名による決選投票を行う。 

２２２２  １位から４位の４名（２、２、２、２）に投票する。 

過半数を得た者を理事長とする。 

過半数を獲得した者がいない場合は、上位２名による決選投票を行う。 

４名に対して投票した際に再度２、２、２、２となった場合は、 

４名の中で、理事選挙時の正会員得票数の多い理事２名を選出する。正会員得票

数も同数の場合は、評議員得票数の多い理事２名を選出し、この２名による決選

投票を行う。 

 

１位が１票の場合 

１１１１１１１１ 再投票を行う。再投票以降は1 位が４票-２票の場合に従い行う。 

再投票においても１１１１１１１１となった場合は、 



８名の中で、理事選挙時の正会員得票数の多い理事２名を選出する。正会員得票

数も同数の場合は、評議員得票数の多い理事２名による決選投票を行う。 

 

5）決戦投票の候補者選出についても4）の方法を準用する。 

4）は理事８名、有効投票８票を想定してあるが、理事長候補が８名以下の場合や有効投票数が7 

票以下等の場合にも4）の方法を準用する。 
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